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JMOOCの現状と発展

２０１６年 ３月 ３日
【第７回知の市場年次大会】

特別講演・記念講演

JMOOCの現状と発展

放送大学学園理事長

早稲田大学学事顧問

白井 克彦
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１．自分の知識を増やす

２．問題解決能力を高める

●学びとは

問題解決能力を高める

３．社会への参加

(１)職業，社会活動，高齢化への対応

(２)地域社会，グローバル社会

４．女性の社会的地位の向上

５．次世代の育成（子育て，教育への参加)
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１．少子高齢化

２．全員参加型社会

●生涯学習

全員参加型社会

３．知識基盤社会

４．地域社会の再構成

５．健康，防災

６．２１世紀グローバル社会
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●公開教育 Open Education

• 画一的・強制的な伝統的教育に対立するコンセプト

– 「開かれた学校（Open School)」
– 主体的・自律的・柔軟な学習の機会主体的 自律的 柔軟な学習の機会

• 従来型の教育システムの制約では教育機会を得難かった
学習者に、その機会を提供できる教育システム

– いつでもどこでも（時空の制約）

– だれでも（学習履歴、経済的理由等の制約）

• 公開大学（Open University）
– 公開教育をになう公共セクター

• 日本では放送大学（OUJ）
• MOOC（Massively Open Online Courses）
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●放送大学（１）
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地域貢献

●放送大学（２）
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放送⼤学学⽣の性別・年齢・職業別⽐率(平成2７年度1学期)
 〔教養学部（特別聴講学生を含む）〕
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●放送大学（４）
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キャリアアップ

●放送大学（５）
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キャリアアップ

●放送大学（６）
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MOOCとは？

• Massive Open Online Courses

（大規模公開オンライン講座）の略

• 2012年より米国からスタート• 2012年より米国からスタート

• 数週間で学べる学習コースを開設
– 大学講座の短縮版が多い（講師は大学教員）

• 世界中で約3000万人が受講
– 誰でも、オンラインでの登録だけで、無料で好きな

講座を受講講座を受講

– 学習者は事前に登録し、スケジュールされたオンラ
イン教育(e-Learning)を学習、課題や宿題などにオ
ンラインで回答し、コース修了認定基準を満たすと
修了証が交付される。
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MOOCとは

プラットフォーム

大学

大学

企業
プラットフォーム

学習者

学習者

• 学習者から見た特徴

– オンライン無料講
座

高品質な講座内容

• 講義提供者から見た特徴

– 多数の学習者に提供できる。

– 学習者の詳細な学習記録が
確認できる。

大量の学習者の学習評価が

講座DB 学習履歴企業

– 高品質な講座内容

– 修了証発行

– 多様な学習スタイル

– 学び合い

– 大量の学習者の学習評価が
可能である。

– 反転授業との組み合わせな
ど新たな学習方法の活用が
容易

– 講義内容の体系的構造整理
ができる。 12
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海外MOOCプラットフォーム①
• Coursera（コーセラ）

– 2012年スタンフォード大教授らが設立(VCから
の調達額：85億円）

– 世界中から1610万人以上が登録

– 136の教育機関の1470講座の受講可能
(2015.11.10現在）

– 東京大学がこれまでに5講座提供

• edX（エデックス）

– 2012年にMIT(マサチューセッツ工科大学）と
ハーバード大が約70億円を出資し共同設立

– 世界中から500万人以上が登録世界中から 万人以 が登録

– 87大学・機関がのべ737講座提供(2015.11.10
現在）

– 京都大学、東京大学、大阪大学、東京工業大
学、早稲田大学が参加

13

Courseraの最近の活動

• Coursera Learning Hubs
– Courseraの講座をインターネット経由で学べる物Courseraの講座をインタ ネット経由で学 る物

理的な場所（無料）

• The Global Translator Community
– 1820人の翻訳者が登録

– Courseraの講義映像への翻訳字幕付与

翻訳者 語 加 高 英語 キ が必– 翻訳者には母語に加え高い英語スキルが必要
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edX(MIT Micro Master)
• 1年間プログラムのSCM(Supply Chain 
Management)の修士プログラムをすべてオン
ラインで提供すると発表(2015.10)ラインで提供すると発表(2015.10)

• オンライン受講後、１学期のキャンパスプログ
ラムと合わせてMITの正式な修士号を付与

• オンラインプログラム修了後、総合的なテスト
に合格すると新設の”Micro Master”を付与

MIT SCM セキ アなテスト合格• MITx SCM course+ セキュアなテスト合格
‐‐‐>Micro Master

• 上記に加え１セメスターの通学
‐‐‐>正式なMaster
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Udacityモデル(米国第３のMOOC)

• 「企業での実務に特化した講座」を企業とのタ
イアップにより構築し、修了者イアップにより構築し、修了者
は”nanodegree” として認定

• タイアップ企業

16
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Udacity Nanodegree
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海外MOOCプラットフォーム②
2013年には、イギリス、フランス、スペイン、
ドイツ、EUや中国でも相次いでMOOCプラット
フォームが⽴ち上がる

イギリス：FutureLearn
260万人以上登録
日本からは慶應大が参加

フランス：FUN
102万人以上登録

スペイン：miriada X
170万人以上登録
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韓国(K-MOOC)
韓国の国⽴機関、NILE(National Institute for Life 
Long Learning)が⽴ち上げ(2015)
第⼀弾、10⼤学の講座を開講(2015.10.26から）
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中国のMOOC

学堂在线MOOC中国 顶你学堂

好大学在线 华文慕课 中国大学MOOC
20
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Thai Cyber University 
(TCU:国策プロジェクト）
が運営
プラットフォ ムはOpen

タイのMOOC(Thai-MOOC)

プラットフォームはOpen 
edX

21
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世界のMOOC
名称 学習者数 参加機関数 コース数

Coursera(米） 1610万人 136 1470

edX（米） 500万人+ 87 736

FutureLearn（英） 260万人 72 186

FUN（仏） 102万人 61 193

i i d X（西） 170万人 64 338miriadaX（西） 170万人 64 338

JMOOC（日） 16万人 45 97

その他：ドイツ、中国、韓国、オーストラリア、タイ、インドネシア、マレーシアなど

23

JMOOCとは？

JMOOCミッション
JMOOCは⽇本とアジアのための
「学びによる個⼈の価値を社会全体の共有価値へ「学びによる個⼈の価値を社会全体の共有価値へ
拡⼤するMOOC」の実現を産学の連携によって
強⼒に牽引します

特別会員：企業７特別 員 業
正会員 ：大学４５

企業３５
研究機関５

賛助会員： ９
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大学改革とＭＯＯＣ

１.新しい教育方法の導入

アクティブ・ラーニング Blended Learning 反転授業アクティブ ラ ニング，Blended Learning，反転授業

２.アカデミック・テクノロジー支援部門の開設

３.国際教育連携の加速
グローバル人材育成，オープン・コースの共有，学生の移動

４.生涯学習の普及

必要なものを働きながら学ぶ，費用が安い

５.職業関連コースの充実

職業能力の向上，社内研修の充実，コースの認証
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１．生涯学習とｅポートフォリオ

①全学生の学習記録の登録の共通化と生涯にわたる学習支援。

コンサルテ ションの確立

高等教育の将来とＩＣＴ(１)

コンサルテーションの確立。

②全大学による卒業後の学習支援の体制。

２．大学のオープン化とクラウド型大学

①秀れた教育コンテンツの共有化。

②新しい教育方法の開拓とそれをリードする人材の流動化。

③アジアを中心とする情報発信。グローバル化への対応と

留学生獲得。

④ＭＯＯＣ等によるフラグメント化された教材の組織化と

共同利用可能にするクラウド型大学の実現

26
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３．三段学習システムの構築

Ⅰ．組織化された豊富なＯＥＲを用いたオープンな

高等教育の将来とＩＣＴ(２)

オンライン教育（クラウド型大学）において授講

Ⅱ．クラウド型大学上において選択され体系化した

教材による双方向的オンライン教育

Ⅲ．教室あるいは様々なフィールドにおける教員と教 ある 様 な ィ おける教員

学生達の共同的学習

・学習ログの標準化とそれに基づく学習評価システムの確立

・教育のユニバーサル化時代のＩＣＴを活用した新しい高等
教育システムの実現 27

セミナー,演習,共同研究

ミートアップ,実地調査など

インターンシップ 語学留学

高等教育の将来とＩＣＴ(３)

大学

フィールド

企業等

対面を中心とする

学習

大学及び企業連携インタ ンシップ,語学留学

双方向型ｅ-ラーニング

ネットワーク上の共同演習など

アクティブラーニング

仮想空間実習と実空間実習

授業コンテンツによる

企業等

ネットワーク

（教室）

大学及び企業連携

ｅ－ラーニングによ
る大学を固定しな
い学習

オ プン化された

28

授業コンテンツによる

体系的学習

クラウド型大学

ネットワーク
上の大学

オープン化された
秀れた授業コンテ
ンツ群による学習

ｅーラーニングを活用した｢三段学習システム｣
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ご清聴ありがとうございました。
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